
 

2 月 3 月の行事案内  

2  月  1  日  (土 )  ノリすき体験  西 鳥 取 漁 港 (鳥 取 ノ荘 )  （実 費 5 0 0 円 ） (受 付 1 / 1 3～1 / 2 6 )  

2  月  8  日  (土 )   二色の浜の漂着物調べ (時間等電話で確認 ください  申込不要 )  

2  月  9  日  (日 )  自然生態園作業 と生物調べ (時間等電話で確認 ください  申込不要 )  

2  月  2 2  日  (土 )  せんごくの杜  ＆  近木川河口バードウォッチング  (受付 2/1～2/16)  

3  月  1  日  (土 )   二色の浜の漂着物調べ (時間等電話で確認 ください  申込不要 )  

3  月  9  日  (日 )  自然生態園作業 と生物調べ (時間等電話で確認 ください  申込不要 )  

3  月  2 0  日  (木 )  
自然遊学館研究報告会  （令 和から昭和世代 までが集 まり、日 頃の調

査の結果などを発表 します、ご興味のある方は是非お越 しください )  

3  月  2 9  日  (土 )  水生昆虫を調べよう！  蕎原周辺のため池  (受付 3/8～３/２３)  

3  月  3 0  日  (日 )  「帆 船で大阪湾のスナメリ探 し」   

     

貝塚港から「帆船ブルーオーシャンみらいへ」 体験航海  

貝塚市より詳しい案内が出されます。広報や貝塚市のホームページをご覧くださ

い。   【主催:貝塚地域ブランド推進協議会  企画協力  自然遊学館】 

メールで申込の際は、住所 （  町名まで番地以下は不要です）参加 される方の全員のお名前 ・

年齢 をご記入いただき、  sh izen.desk@ic loud.com  (このページの下に QR コードがあり

ます）までお願いします。抽 選 による参加の可否につきましては、締 め切 り後の抽選の結果を代

表の方にお知 らせします。  
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ミ ヤ マ ヒ サ ゴ ゴ ミ ム シ Broscosoma doen i t z i  

 日 本 固 有 種 で 、本 州・四 国・九 州 か ら 知 ら れ て い ま す 。 2024 年 11 月 ９ 日

蕎 原 の 比 較 的 標 高 の 高 い（ 標 高 600ｍ 弱 ）川 沿 い の 場 所 に あ っ た 倒 木 の 樹 皮

下 か ら 採 集 し ま し た 。そ の 名 の 通 り 、ひ ょ う た ん 型 の 非 常 に 特 異 な 体 形 を し

た 小 型 の ゴ ミ ム シ で す 。瓢 箪 の 古 い 呼 び 名 が 何 と も 言 え ず よ い も の で す 。山

地 性 で 、冷 涼 か つ 湿 っ た 環 境 を 好 む よ う で 、今 回 採 集 し た 場 所 は ま さ に そ の

通 り で し た 。 後 翅 は 退 化 し て お り 、 地 域 的 に か な り 形 態 的 な 変 化 の 幅 が あ

り 、 分 布 の 両 極 で は 別 種 の よ う に 見 え る と も い わ れ て い ま す 。  

本 種 は こ れ ま で 自 然 遊 学 館 に は 標 本 が 所 蔵 さ れ て お ら ず 、 1983 年 10 月

30 日 に 同 産 地 で 採 集 さ れ た 標 本 が 橿 原 市 昆 虫 館 に も 所 蔵 さ れ て い ま し た 。

比 較 的 見 つ け に く い 種 で あ る と 考 え ら れ ま す 。  

 

2025 年 4 月 13 日 よ り 大 阪 市 臨 海 部 の 夢 洲 で 日 本 国 際 博 覧 会 (大 阪 ・ 関 西 万 博 )が

「 い の ち 輝 く 未 来 社 会 の デ ザ イ ン 」 を テ ー マ に 半 年 間 開 催 さ れ ま す 。 自 然 遊 学 館 で

は TEAM EXPO 2025 の プ ロ グ ラ ム へ 参 加 、共 創 パ ー ト ナ ー と し て 南 大 阪 で の 生 物 環 境

調 査 の リ ソ ー ス の 提 供 、 共 創 チ ャ レ ン ジ と し て 大 阪 湾 や 貝 塚 の 里 山 の 保 全 ・ 再 生 ・

創 出 に つ な が る プ ロ グ ラ ム を 継 続 的 に 実 施 し て い き ま す 。  

 

 

 

 

 



 

 

 

   

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

二 色 の 浜 で 拾 え る ピ ン ク 色 の 貝 殻  

毎年、冬場に行うイベントに打上げ貝拾いがあります。この時期は北西風が強く吹き、海底  

の貝殻や、海洋生物が多く浜辺に打上げられます。アサリの貝殻が最も多いのですが、人気ナン

バーワンといってもいいのが、ピンク色がきれいなサクラガイです。じつはこのサクラガイに色、

形がそっくりなユウシオガイという貝殻も拾うことができます。同じニッコウガイ科に属し、サ

クラガイより殻がやや厚く、殻の形は卵型で後端が少し尖っています。    
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チ ョ ウ ゲ ン ボ ウ   F a l c o  t i n n u n c u l u s  

ハ ヤ ブ サ 科 に 属 す る 小 型 の 猛 禽 類 で 、 日 本 で は 主 に 冬 鳥 と し て 見 ら

れ る こ と が 多 い で す が 、一 部 が 留 鳥 と し て 国 内 で も 繁 殖 し て い ま す 。そ

の 名 前 は 、「 長 元 坊 」 と い う 僧 侶 の 姿 に 由 来 し 、 そ の 俊 敏 で 優 雅 な 飛 翔

姿 が 仏 教 の 修 行 僧 に 例 え ら れ た と も 言 わ れ て い ま す 。  

 全 長 は 約 3 0～ 4 0 c m、翼 を 広 げ る と 7 0～ 8 0 c m ほ ど に な り ま す 。オ ス は

背 中 が 赤 褐 色 で 黒 い 斑 点 が あ り 、頭 部 は 青 灰 色 を し て い ま す 。一 方 、メ

ス は 全 体 的 に 褐 色 で 、オ ス よ り 地 味 な 色 合 い で す 。チ ョ ウ ゲ ン ボ ウ の 特

徴 的 な 行 動 の ひ と つ に「 ホ バ リ ン グ 」と 呼 ば れ る 飛 び 方 が あ り ま す 。獲

物 を 探 す 際 、 空 中 で 羽 ば た い て 一 定 の 位 置 に 留 ま る こ と が で き る こ の

技 術 は 、 彼 ら の 優 れ た 狩 猟 能 力 を 物 語 っ て い ま す 。  

 主 に 小 型 の 哺 乳 類 や 昆 虫 、ト カ ゲ な ど を 捕 食 し 、田 畑 や 草 原 、都 市 部

の 公 園 な ど で 見 ら れ る こ と が 多 い で す 。 繁 殖 期 に は 木 の 穴 や 崖 に 巣 を

作 り ま す が 、近 年 は 都 市 の 環 境 に も 適 応 し 、高 層 ビ ル の 屋 上 や 橋 脚 の 隙

間 に 巣 を 作 る 事 も あ り ま す 。 1 回 に 3〜 6 個 の 卵 を 産 み ま す 。  

 し か し 、チ ョ ウ ゲ ン ボ ウ の 生 息 環 境 は 、開 発 や 農 薬 使 用 の 影 響 を 受 け

て い ま す 。彼 ら の 獲 物 で あ る 小 動 物 や 昆 虫 が 減 少 す る と 、生 活 に 大 き な

影 響 が 及 ぶ た め 、生 息 地 の 保 全 が 課 題 と さ れ て い ま す 。そ の 美 し い 姿 と

生 活 様 式 は 、 自 然 保 護 活 動 の 重 要 性 を 訴 え る 象 徴 と も な っ て い ま す 。    

 

貝 塚 市 内 見 出 川 河 口  2024 年 12 月 1 2 日 撮 影  
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サクラガイ   

 N i t i d o t e l l i n a  h o k k a i d o e n s i s  

ユウシオガイ   

 M o e r e l l a  r u t i l a  

端 脚 目 カ マ キ リ ヨ コ エ ビ 科 ホ ソ ツ ツ ム シ 属 の 一 種  

2 0 2 4 年 6 月 2 9 日 、市 民 の 方 が 二 色 の 浜 の 波 打 ち 際 で 採 集 し た ア ナ ア オ サ な

ど の 海 藻 な ど を 持 っ て こ ら れ た の で す が 、 そ の バ ケ ツ の 中 に 1 ㎝ に も 満 た な

い 細 長 い 円 筒 状 の も の が か す か に 動 い て い る の を 偶 然 見 つ け ま し た 。 観 察 し

て み る と 筒 の 穴 か ら 脚 の よ う な も の を 出 し て は 引 っ 込 め て い ま し た 。(図 1 )何

の 生 物 だ ろ う と の 興 味 心 か ら 、筒 を 割 い て 中 の 生 物 を 取 り 出 し て み ま し た 。正

体 は ヨ コ エ ビ の 仲 間 で 、 カ マ キ リ ヨ コ エ ビ 科 の ホ ソ ツ ツ ム シ 属 の 一 種 で し た 。

(図 2 )脚 の よ う に 見 え て い た の は 2 対 の 触 角 で 、細 長 い 筒 は こ の ヨ コ エ ビ 自 ら

が 分 泌 し た 液 で 合 成 さ れ た 糸 で 作 っ た 巣 だ っ た の で す 。  

 

図 ２  図 １  


